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読み終えて，コーヒー片手に，

あらためて表紙を眺めながら，書

評に向き合っています．

『患者と治療者の間で』という

タイトルで田中順子氏（以下，順

子さんと呼ばせていただきます）

は，何を伝えたかったのか？

264 頁からなる本文，102 編に及

ぶ文献リスト．OTである順子さ

ん，シェーグレン症候群，関節リ

ウマチでの 10 年間の闘病生活か

ら生まれた，当事者からのメッ

セージ，障害受容，語ること等々，

順子さんの綴った多くの言葉は，

読み手に，心の深くまでしみわた

るかのようです．良い本が出たと

心から思います．多くの人に読ん

でもらい，この本で綴られた思い

を，多くの人が語り合い，順子さ

んの挑戦を次につなげていただけ

たら，順子さんも幸せだろうと思

います．

そんなことを考えながら，本書

の特徴をどのようにしたら伝えら

れるのかを考えているとき，以下

のようなアイデアが浮びました．

「どこかの TV 局で本著をもと

にドキュメンタリーを作製してく

れないだろうか」というものです．

順子さんは，本書が初めての書籍

とのことですが，どの文章も「視

覚化」，「イメージ」ができ，読み

手に，自分のこととして伝わって

きます．ですから，前述のアイデ

アが思い浮かんだのだと思いま

す．

タイトルとしては……1 つ目の

切り口は，「10 年間の闘病生活を

通じて―これでいいのか日本の医

療関係者の対応」といったタイト

ルでどうでしょうか．

2つ目の切り口は，「障害受容と

いう，取扱注意言葉―Iʼm OK」．

3つ目の切り口は，「障害からの

自由―障害を芸術に変えた人た

ち」．

起承転結があり，苦労，社会的

問題，出会い，自己の努力，障害

受容という配慮に欠ける言葉，自

己変革，将来へのメッセージ等が

含まれており，きっと素晴らしい

出来栄えになると思います．

この書評をきっかけに，本書を

読まれる方は，ぜひ，順子さんの

ドキュメンタリーの脚本家にでも

なったつもりでお読みください．

そのことにより，より，順子さん

の苦労の体験を，自分のこととし

て咀嚼し，257 頁からの「語りを

終えるにあたって」で述べられる

4 つのお願いの意味が増すものと

思います．以下，その要点をご紹

介します．

「最後に，患者の私から医療者

の私に特にいいたかったことは何

だったのかについて振り返ってみ

たいと思います．（中略）一つ目

は，患者の情緒的苦悩に対して手

を差し伸べてほしいということで

す．これは少なくともまだ医療の

問題としては未解決の課題ではな

いでしょうか？（エピソードの紹

介があります)

二つ目は，当
•

事
•

者
•

感
•

覚
•

を育てて

ほしいということです．（中略）

実際にその患者になったつもりで

表情や話し方や姿勢をまねしてみ

ると効果的だと思います．（中略）

また，当事者の手記をたくさん読

むことことは，当事者感覚を身に

つける必須項目としてお勧めしま

す．

三つ目は，自分の存在を肯定し

てほしいということです．（中略）

障害や病によって生産的なことが

できなくなったり役割がもてなく

なった患者は，もっと自分につい

て情けない悔しい思いをしていま

す．8Iʼm OK9がぐらついてい

ます．だからこそ，医療者は自分

の存在をすっぽり丸ごと愛おしん

でほしいのです．（中略）本当を

いえば，病院こそが弱さと弱さが

共棲し，認め合う場所であるべき

なのだと思います．（中略)

四つ目は，「障害受容」という言

葉には，忘れずに取扱注意という

ラベルを貼っておいてほしいとい

うことです．（中略）｣

私自身，「障害受容」という言葉

に対して，違和感をもっていた 1

人ですが，順子さんが「体験」と

「語り」を通して，「障害受容」を

真正面からとらえ，文献的な考察

を行い，方向性を示したことは大

きな業績だと思います．そのよう

な意味においても，本書は臨床家

や教育者，研究者にとって示唆に

富む良著であり，ぜひ，多くの方々

に読んでいただきたいと思いま

す．

最後に，順子さん，これからも，

順子さんらしく生き，その様子を

「語り」，皆に紹介してください．

第 2弾をお待ちしております．
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田中順子（著)

書 評

（兵庫県立リハビリテーション中央病院，作業療法士)
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